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　登米市民劇場「夢フェスタ
水の里」。毎回、募集に応じた
100 人を超えるボランティア
がキャストから裏方までこなす
市民手づくりの創作劇。合併前
の旧各町に残る民話や実話、逸
話などを掘り起こし、新しい視
点を加えて発信してきた。
　平成 11 年 3 月に旧迫町の鹿
ケ城を題材にした「さいかちの
木は風にゆれて」を初上演し
た。夢フェスタは登米市の旧 9
町の文化や歴史を題材に公演を
一巡。その後、新たな取り組み
を模索しながら 15 回目を迎え
た。「市民が主役」をモットーに、
登米祝祭劇場で繰り広げられる
最大級の芸術文化イベント。
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